
抱樸館福岡の今 ７

グリーンコープの
平和の取り組みを振り返る

４・５

ダイオキシン・環境ホルモン対策
国民会議からの出前講座 in 岡山 ６

種苗法改定の問題 ２・３

「令和２年７月豪雨」災害で
被災されたみなさまへ

心よりお見舞い申し上げます。

い
ち
早
く
駆
け
つ
け

迅
速
な
対
応
を

　

７
月
４
日
未
明
、
熊
本
県

や
鹿
児
島
県
を
、
想
定
を
は

る
か
に
超
え
た
豪
雨
が
襲
い
、

１
級
河
川
の
球
磨
川
が
氾
濫

し
て
流
域
の
ほ
と
ん
ど
が
冠

水
し
ま
し
た
。
水
害
は
球
磨

村
や
芦
北
町
、
人
吉
市
、
八

代
市
、
津
奈
木
町
、
そ
の
他

町
村
に
も
及
び
、
た
く
さ
ん

の
方
が
犠
牲
と
な
る
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
６
日
か
ら
７

日
に
か
け
て
福
岡
県
南
部
や

大
分
県
、
熊
本
県
、
佐
賀
県

の
広
域
で
記
録
的
豪
雨
と
な

り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩

れ
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
４

日
朝
よ
り
熊
本
県
南
部
の
被

災
地
域
の
組
合
員
へ
電
話
を

か
け
て
安
否
を
確
認
。
午
後

に
は
現
地
に
入
り
、
組
合
員

の
も
と
へ
水
や
タ
オ
ル
を
お

届
け
す
る
と
と
も
に
、避
難
所

を
訪
問
し
て
被
災
し
た
方
々

　

７
月
４
日
未
明
に
熊
本
県
南
部
の
球

磨
川
流
域
を
襲
っ
た
豪
雨
に
続
き
、
６

日
か
ら
７
日
に
か
け
て
九
州
北
部
も
記

録
的
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
広
域
に
わ
た

り
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
豪

雨
が
続
き
、
全
国
の
各
地
へ
と
被
害
が

拡
大
し
ま
し
た
。
今
も
多
く
の
方
が
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
九
州
で
の
災
害

発
生
後
た
だ
ち
に
現
地
へ
駆
け
つ
け
、

支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。
被
災
地
域
を

中
心
に
、
九
州
各
地
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
組
合
員
や
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
協
力
体
制
を
取
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
支
援

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
は
様
々
な
地
域
で
被
災
地
支
援
を

続
け
て
お
り
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

い
つ
ど
こ
で
災
害
が
起
き
て
も
す
ぐ
に

支
援
に
向
か
え
る
よ
う
備
え
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
災
害
で
も
、
被
災
し
た
方

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

の
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
翌
５
日
に
は
、避
難
所

や
、
断
水
や
停
電
で
困
っ
て

い
る
お
宅
へ
食
料
や
生
活
物

資
を
届
け
、
７
月
７
日
よ
り
、

一
部
の
地
域
で
夕
飯
に
配
食

ワ
ー
カ
ー
ズ
の
手
作
り
弁
当

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
大

分
県
日
田
市
や
由
布
市
、
福

岡
県
大
牟
田
市
で
も
避
難
所

や
組
合
員
宅
を
訪
問
し
、支
援

物
資
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
必
要
に
な
る

飲
料
、
即
席
麺
、
下
着
、
衣

類
な
ど
に
つ
い
て
も
早
急
に

手
配
し
ま
し
た
。
地
域
の
中

に
災
害
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
、
物
資
支
援
を
行

う
と
共
に
洗
濯
・
乾
燥
機
コ

ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
家
屋
の
泥
の
か
き

出
し
や
片
付
け
な
ど
、
被
災

さ
れ
た
地
域
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
、
支
援
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
修
繕
が
必
要

な
家
屋
の
工
事
の
見
積
り
、相

談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

各
地
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が

連
帯
し
て
支
援

　

発
災
当
日
、
九
州
の
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
各
生
協
は
職
員

の
被
災
地
へ
の
派
遣
を
検
討

開
始
。
ま
た
ワ
ー
カ
ー
ズ
も

連
帯
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら

支
援
に
入
ろ
う
と
、
く
ま
も

と
や
ふ
く
お
か
を
中
心
に
相

談
を
始
め
ま
し
た
。　

　

相
次
ぐ
災
害
に
よ
り
、
産

直
生
産
者
や
取
引
メ
ー
カ
ー

も
被
災
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。
鶏
舎
が
崩
壊
し

た
若
鶏
生
産
者
や
、
圃
場
が

浸
水
し
た
り
道
路
が
冠
水
や

土
砂
崩
れ
で
寸
断
さ
れ
て
出

荷
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た

青
果
生
産
者
も
い
ま
す
。
加

工
食
品
の
メ
ー
カ
ー
も
、
工

場
が
浸
水
し
て
商
品
を
出
荷

で
き
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
各
生

協
間
で
横
断
的
に
協
力
し
な

が
ら
、
安
全
を
確
保
し
た
上

で
被
災
地
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
生
産

者
や
メ
ー
カ
ー
も
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
に
寄
り
添
い

息
の
長
い
支
援
を

　

現
在
も
避
難
所
や
自
宅
２

階
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
宅
に

帰
る
見
通
し
が
立
た
な
い
方
、

住
ま
い
を
失
っ
た
方
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
人
同
士
の
つ

な
が
り
が
な
く
な
っ
た
方
へ

も
、
長
期
的
な
支
援
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
組
合
員
・
ワ
ー

カ
ー
ズ
・
職
員
の
力
を
寄
せ

合
い
、
一
人
で
も
多
く
の
方

の
笑
顔
が
戻
る
よ
う
、
支
援

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

グリーンコープのキープ＆ショップ人吉も浸水。
大きな被害を受けました。現在は地域の物資供
給センターとして開放しています。

いち早くホームページで緊急支援
募金を呼びかけました。これとは
別にチラシも作成。発災２日後の
７月６日週より、可能な生協から
順次配布しました。

生産者やメーカーの他、様々な団
体から物資や人的支援の申し出を
いただいています。駆けつけた産
直生産者の支援は大きな力になり
ました。

家屋の土砂のかき出しや災害ゴミ
の搬出などの支援もしています。

倒木でふさがれた人吉への道路

別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載

令和２年７月豪雨災害支援募金

012 一口 
200円

013 一口 
500円

何口でも申し込めます
■共同購入申込書の申込番号
の数量欄に口数を記入して
ください。
※【例】 申込番号 012 の数量欄
に｢２｣と記入された場合は､
400円のカンパとして受け付
けさせていただきます。
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２
０
１
８
年
の
種
子
法
（
主
要
農
作
物
種
子
法
）
の
廃
止

に
続
き
、
今
、
種
苗
法
が
改
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、
日
本
の
種
子
を
め
ぐ
る
現
状
に

危
機
感
を
持
ち
、
「
日
本
の
種
子
（
た
ね
）
を
守
る
会
」
か

ら
講
師
を
招
い
て
学
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の
農
業

を
支
え
て
き
た
多
種
多
様
な
種
子
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
号
で
紹
介
し
た
種
子
法
の
廃
止
に
続
き
、
今
回
は
種

苗
法
の
改
定
に
つ
い
て
、
「
日
本
の
種
子
（
た
ね
）
を
守
る

会
」
が
発
行
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
種
苗
法
改
定　

タ
ネ
を

守
ろ
う
！

－

続
編
」
を
も
と
に
理
解
を
深
め
ま
す
。

私
た
ち
の
食
や
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
行
動
し
よ
う

　

種
子
は
、
国
内
各
地
の
気

侯
や
風
土
に
合
わ
せ
て
長
い

年
月
を
か
け
て
生
み
出
さ
れ
、

地
域
の
食
や
文
化
を
育
ん
で

き
ま
し
た
。
種
子
は
私
た
ち

の
生
命
を
育
む
大
切
な
存
在

で
あ
り
、
種
子
を
守
る
こ
と

は
私
た
ち
の
食
や
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
み
ん
な
の
共
有
の
財
産

で
あ
る
種
子
を
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
す
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
種

子
を
め
ぐ
る
現
状
を
知
っ
て
、

種
苗
法
改
定
に
反
対
の
意
思

を
示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※

収
穫
物
の
一
部
を
次
の
作
付
け
の
た

め
の
種
苗
と
し
て
用
い
る
こ
と
。
農

業
者
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る

種
苗
法
の
改
定
に
よ
っ
て

自
由
に
自
家
増
殖

で
き
な
く
な
る
?!    

　

２
０
２
０
年
３
月
、
国
内

で
開
発
さ
れ
た
品
種
の
海
外

増
殖
防
止
を
名
目
と
し
た

「
種
苗
法
改
定
案
」
が
国
会

の
議
案
に
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
先
送
り
と
な
り
ま
し
た
。

次
期
国
会
で
引
き
続
き
審
議

さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
改
定
案
で
は
、
品
種
登

録
さ
れ
た
種
苗
に
つ
い
て
は

育
成
者
（
そ
の
種
苗
を
生
み

出
し
た
人
や
企
業
）
の
権
利

が
強
化
さ
れ
、
農
家
に
よ
る

自
家
増
殖
（
採
種
）
が
一
律

に
許
諾
制
と
な
り
ま
す
。　

　

種
苗
法
が
改
定
さ
れ
れ
ば
、

農
家
は
、
事
実
上
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
自
由
に
自
家
増
殖

が
で
き
な
く
な
り
、
地
域
の

農
業
を
支
え
て
き
た
種
苗
が

激
減
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
種
苗
法
改
定
　
タ
ネ
を
守
ろ
う
！

－

続
編
」
に
そ
っ
て

元
気
く
ん
博
士
と
い
っ
し
ょ
に
、
種
苗
法
改
定
に
つ
い
て
学
ぼ
う

　新型コロナウイルスの感染が世界中に広がっていま
す。ウイルスによって、私たちのいのちと生活が脅かされ
る事態となっています。私たちは、コロナウイルスととも
に生きる術を身につけるしかないのかも知れません。
　原発はどうでしょう？過去の原発事故の後、現在もな
お放射能や放射性廃棄物の問題についてまったく解決
策を見いだせていないことから、原発と共存できないこ
とを証明しています。今はまだ、玄海原発も川内原発も
伊方原発も事故を起こしていないけれど、この先どうな
るかは誰にもわかりません。チェルノブイリや福島の惨
事は誰も予想していませんでした。
　「グリーンコープでんき」は原発の電気を使わない、
※
二酸化炭素排出ゼロの持続可能なこれからの電気で
す。これまでの生活様式を見直し、エネルギーも選ぶ時
代といえます。原発ゼロ社会へ向かうために「グリーン
コープでんき」を選ぶことは、その大きな一歩といえるで
しょう。
※電気事業者別排出係数－平成30年度実績－（環境省・経済産業省公表）

『原発ゼロ社会への道』

グリーンコープ共同体組織委員会

グリーン未来ソーラー売電量
45,623kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量
5,874kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

神在太陽光発電所売電量
118,597kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
165,685kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
137,892kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
4,422kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協西部地域本部太陽光発電所売電量
7,991kWh

定格出力54kW（16世帯相当）

2020年５月の売電量一般社団法人グリーンコープでんきから

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という願
いをかなえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

私たちのひろがれ
! 発電所

グリーンコープ・グリーン電力出資金

11,531人 1,114,524,000円（　　　　　 ）2020年
7月13日現在

種苗法とはどんな法律か？

自家増殖（採種）原則OKから禁止へ

そもそも種苗法って？

種子法との違いは？

自家増殖原則禁止によって影響を受ける品目
イチゴ：親株から枝を伸ばして株を増やす栄養繁殖が一般に

行われている。

サトウキビ：栄養繁殖し、挿し木で増殖。
イモ類：サツマイモ、ジャガイモなど、種イモから自家増殖が一般的。
主要農作物（イネ・ムギ・ダイズ）：種苗購入費削減を図るため、

自家増殖が広く行われている。

果樹類：リンゴ、かんきつ、ナシ、カキ、ブドウ、ウメなど、
自家増殖が一般的。

　新品種（花や農作物など）の創作に対する保護を定めた
法律です。その新品種を登録することで、育成する権利（育
成者権）を占有することができます。区別性・均一性・安定
性のある種子の知的所有権が保護の対象。21条で「試験又
は研究のため」または「農業を営む者」は原則自家増殖（採
種）自由とされていますが、近年、自家増殖（採種）禁止の品
目が増加しています。

特性表を使った
侵害立証って何？
　育成者権の侵害を主張するには、被疑侵害品種が
登録品種と特性が同一であることの立証が求められ
ます。
　2015年6月24日、知財高裁判決は「品種登録簿の
特性表に記載された品種の特性は、審査において確
認された登録品種の主要な特徴を相当程度表すもの
ということができるものの、育成者権の範囲を直接的
に定めるものということはできず、育成者権の効力が
及ぶ品種であるか否かを判定するためには、植物体
自体を比較して、侵害が疑われる品種が、登録品種と
その特性により明確に区別されないものであるかど
うかを検討する必要がある」としました。育成者権の
存続期間にわたり植物体を変異させずに保管するこ
とは難しく、現物主義の下での侵害立証は極めて困
難です。
　しかし、今回の改定では、品種登録簿に記載され
た特性（特性表）と被疑侵害品種の特性を比較する
ことで両者の特性が同一であることを推定する制度
を設けて、育成者権者が侵害立証するのを容易にし
ようとしています。

在来種は自家増殖を
続けられますよね？
　現行の種苗法は、「新品種を育成した者は、登録す
ることでその新品種を育成する権利（育成者権）を
専有することができる」と定め、育成者権者を保護し
ています。登録品種以外の固定種・在来種をはじめ
とする一般品種に種苗法の適用はなく、自家増殖も
禁止されていません。
　しかし、特性表による侵害立証が容易になると、登
録品種以外の品種が変異を重ね登録品種の特性表
と同一となった場合、育成者権を侵害していると判定
される恐れがあります。最終的に同一と判定されなく
ても「育成者権を侵害しているので提訴する」と警告
されれば、裁判による負担を心配して、栽培自粛を余
儀なくされるかもしれません。現在、法律で守られて
いるのは登録品種のみで、さらに登録品種の育成者
権だけが強化されれば農家が自家増殖をする権利に
も影響を及ぼし、その結果、地域で培われてきた財産
である種子が失われることになりかねません。今、世
界ではそうした在来種を守る必要性が叫ばれていま
す。種苗法とは別の法律や条令を作って守る必要が
あります。

国は海外流出防止のための
改正と言っていますが、本当なの？
　海外流出防止のためには海外での品種登録が唯一の
対策であると農水省自身が2017年11月に述べています
（※）。品種登録を進めれば現行の枠組み（種苗法21条
4項など）で対応は可能です。そして、国内農家の自家増
殖は種苗の海外流出と直接関係なく、自家増殖を禁止し
たから海外流出が防げるわけではありません。
　一方で種子法廃止と同時に成立した農業競争力強化支
援法（8条4項）では国や都道府県の種苗の知見を民間企
業に提供することが求められており、その民間企業には海
外の企業も含まれると国会で答弁されています。公共財産
である種苗が海外企業のものにされてしまう危険がある
のに、どう守るのかは明文化されていません。流出防止の
ために法改定が必要なのは種苗法ではなく、農業競争力
強化支援法の方ではないでしょうか。

登録品種の自家増殖
　2017年に施行された「農業競争力強化支援
法」、2018年に廃止された「種子法（主要農
作物種子法）」、そして今回の種苗法の改定。こ
れら一連の流れは、種子を我がものとしたい多
国籍企業の思惑が見受けられます。
　種苗法は、1998年の改定で育成者権の保護
範囲が拡大・強化された一方、農家の自家増殖
権とのバランスも重視されました。しかし、今
回の改定では農家の権利は削除されます。種
子法廃止と農業競争力強化支援法の施行で地
方自治体が行ってきた公的種子事業を企業に移
行させ、種苗法改定により農家の権利として認
められてきた登録品種の自家増殖ができなくな
れば離農が増え、一方、地方自治体の種苗事
業も独立採算化され、多国籍企業との競合に曝
される̶。このままでは、農家も地域の農業を
支えていた地域の種苗も共に激減してしまうで
しょう。

※独立行政法人農畜産業振興機構HP・消費者コーナー「【農林水産省
から】海外における品種登録の推進について」

　2019年度通常国会に上程される種苗法改定案につ
いての農林水産省の説明資料では、「登録品種の国外流
出の防止又は産地の形成ができるようにすることその
他の植物の新品種の育成者権の適切な保護及び活用
を図るため、輸出先国又は栽培地域を指定して品種登
録された登録品種についての育成者権の効力に関する
特例の創設、育成者権の効力が及ぶ範囲の例外を定める
自家増殖にかかる規定の廃止、品種登録簿に記載され
た登録品種の特性の位置づけの見直し、品種登録審査
実施方法の充実・見直し等の措置を講ずる」とされてい
ます。
　さらに、「育成者権の効力が及ぶ範囲の例外を定め
る自家増殖にかかる規定の廃止」については、具体的に
「育成者権の意思に応じて海外流出防止等ができるよ
うにするための措置」のひとつとして「育成者権の効力
が及ぶ範囲の例外規定である、農業者が登録品種の収
穫物の一部を次期収穫物の生産のために当該登録品種
の種苗として用いる自家増殖は、育成者権者の許諾に基

　種子法（主要農作物種子法）は、主要農作物（稲、大麦、
はだか麦、小麦および大豆）の優良な種子の生産及び普及を
「国が果たす役割」と定めていた法律です。種子法のもと、
道府県で地域に合った多様な品種が開発され、国内で種子
を自給してきました。しかし政府は、民間事業者による種子
の開発・普及を妨げているとして、2018年4月に廃止。公的
な種子生産は種苗法の中で守ると説明しています。

　種苗法によって品種登録された「登録品種」についても、
農家は自家増殖を認められてきましたが、1998年の改定以
降、公的機関が開発した交配品種でも自家増殖を禁止する
品目の拡大が進められています。例えばトマトは、わき芽を
挿し木して自家増殖する方法が広く行われていますが、
2018年の種苗法施行規則改定により、禁止品目に追加さ
れ、登録品種の自家増殖は原則禁止になりま
した。

－「日本の種子（たね）を守る会」リーフレット
「種苗法改定　タネを守ろう！－続編」より抜粋－

国が種苗法を改定しようとしてい
ることに対して、反対の声が上が
っているらしいけど、そもそも種
苗法ってどんな法律なの？私たち
にも関係のあることなのかしら？

そんなの大変！種苗法が改
定されたら、これまで栽培
していた作物が作れなくな
って、農家の方たちは立場
が厳しくなるわよね。

種子法の廃止や種苗法の
改定は、私たちの生活に
直結する問題なのね。

改定案が成立すれば、農家の種子への権利
が制限されて、育成者の権利が強められる
と言われているよ。今まで地域で何代にも
わたって栽培されてきた品種でも、登録さ
れた品種と特性が同じだという理由で、育
成者から訴えられるということが起こるか
もしれないんだ。

さらに今後は、これまで国や都道府県が守
ってきた種苗に関する大切な情報（知見）
が、民間の企業に受け渡されるかもしれな
いんだって。その中には海外の企業も含ま
れるそうだよ。
僕たちの毎日の食卓に上る食べものが、海
外の多国籍企業に支配されることになった
ら大変だよね。

種苗法の改定は、農
家はもちろん、僕た
ちの食と農の将来に
関わる重要な問題な
んだよ。

登録されている品種を自家増
殖するには、多くの場合育成
者の許可が必要になるよ。今
まで自家増殖していた種苗を
購入することになったり、育
成者の許可を得るために多額
の費用がかかる可能性があっ
て、農家の経営を圧迫するか
もしれないと言われているよ。

種苗法が改定
されると農家の
方たちはどうな
るのかしら？

種苗法改定案の懸念点
種苗法の改定案の内容は？

品種の海外流出防止を目的とする措置
自家増殖の実質的な禁止

1
2
3 育成者権擁護のための特性表の活用

（採種）は一律禁止に？
■育成者権と農家の権利のバランス

※在来種➡法律なし

農家の権利

農家の権利

育成者権

登録品種

登録品種

自家増殖原則OK

自家増殖一律禁止 
但し、育種・研究目的除く

種苗法改悪案？

現在の種苗法

育成者権

づき行うこととする」と説明され、「品種登録簿に記載
された登録品種の特性の位置づけの見直し」について
は、具体的に「品種登録簿に記載された特性（特性表）
と被疑侵害品種の特性を比較することで両者の特性が同
一であることを推定する制度を設け、侵害立証を行いやす
くする」とされています。
　最大の懸念は、「自家増殖は育成者権者の許諾に基
づき行うこと」という点。許諾がなければ自家増殖はで
きないという趣旨であり、今までは省令で指定された品
種以外であれば、登録品種であっても原則自由とされて
いた自家増殖が、今改定で全面禁止に。さらに登録品
種ではない品種を栽培していても、特性表の偶然の一
致だけで、登録品種を勝手に使ったとみなされ、裁判
で種苗法違反とされる可能性が否定できません。

改定案の
主な内容

－「日本の種子（たね）を守る会」リーフレット「種苗法改定　タネを守ろう！－続編」より抜粋－

－「日本の種子（たね）を守る会」リーフレット「種苗法改定　タネを守ろう！－続編」より抜粋－

※

Q

A

Q

A

－「日本の種子（たね）を守る会」リーフレット「種苗法改定　タネを守ろう！－続編」より抜粋－

リーフレット
「種苗法改定　タネを守ろう！－続編」
  発行:日本の種子（たね）を守る会
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グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、「
生
命（
い
の
ち
）」が
大
切
と
考
え
、毎
年
平
和

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
共
生
・
平
和
長
崎
自
転
車
隊
」は
、毎
年
８
月
８
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
、福
岡
県
柳
川
市
か
ら
長
崎
県
長
崎
市
の
爆
心
地
公
園(

松
山
公
園)

ま

で
の
１
２
５
㎞
を
、組
合
員
の
子
ど
も
た
ち
と
、そ
れ
を
支
え
る
大
人
た
ち

が
、不
戦
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
背
に
自
転
車
で
走
行
し
、平
和
を
訴
え
る
取
り

組
み
で
す
。

　

ま
た
、「
ピ
ョ
ン
フ
ァ
・
エ
・
ダ
リ(

平
和
の
橋)

韓
国
へ
の
旅
」で
は
、毎
年

組
合
員
が
韓
国
を
訪
問
し
、韓
国
の
生
協
組
合
員
と
の
交
流
を
通
し
て
市

民
同
士
の
連
帯
の
大
切
さ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、30
年
以
上
続
く「
共
生
・
平
和
長
崎
自
転
車
隊
」の
取
り
組
み

に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に

伝
え
た
い
こ
と

20
世
紀
前
半
に
日
本
が
悲

惨
な
戦
争
を
し
て
い
た
と
い

う
事
実
は
、
年
々
風
化
し
、

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増

え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
戦
争
や
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
は
減
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
共
生
・
平
和
長
崎
自
転

車
隊
（
以
下
、
自
転
車
隊
）」

は
、
そ
ん
な
現
代
の
子
ど
も

た
ち
が
、
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
そ
の
日
に
自
転
車
で
長
崎

を
目
指
し
、
五
感
を
通
し
て

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
不
戦
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
に

込
め
ら
れ
た
、
平
和
の
大
切

さ
、
生
命
そ
の
も
の
に
価
値

が
あ
る
と
い
う
思
い
を
、
道

行
く
す
べ
て
の
人
々
に
訴
え

な
が
ら
、
目
的
地
で
あ
る
長

崎
の
爆
心
地
公
園(

松
山
公

園)

を
目
指
し
ま
す
。

自
転
車
隊
の
は
じ
ま
り

１
９
７
２
年
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
連
合
初
代
会
長 

故 

武
田
桂
二
郎
さ
ん
が
柳
川
市

に
「
無
名
舎‒

こ
ど
も
の
家
」

（
創
立
時
は
柳
下
村
塾
託
児

所
）
を
創
設
し
ま
し
た
。
無

名
舎‒

こ
ど
も
の
家
で
は
、

幼
い
時
か
ら
身
体
と
脳
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
動
か
し
、
意
志

や
感
情
を
つ
か
さ
ど
る
脳
幹

部
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
、
野
外
活
動
と
し

て
自
転
車
を
取
り
入
れ
て
い

ま
し
た
。

１
９
８
４
年
に
は
、
武
田

桂
二
郎
さ
ん
の
呼
び
か
け
で

不
戦
を
訴
え
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
「
ボ
ン
・
フ
ァ
イ
ヤ
・
ア

ピ
ー
ル
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
９
８
７
年
ま
で

毎
年
盆
と
暮
れ
に
は
、平
和
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
が
続
き
ま
し
た
。こ
れ
が
現

在
の
自
転
車
隊
の
取
り
組
み

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
不
戦
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

の
原
点
で
す
」

「
平
和
と
生
命
（
い
の
ち
）

そ
の
も
の
に
価
値
が
あ
る
」

と
い
う
の
は
、「
私
の
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
平
和
論
」
を
提

唱
し
た
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

連
合
初
代
会
長
の
故
武
田
桂

二
郎
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
平

和
論
の
中
で
武
田
さ
ん
は
、

「
戦
争
は
い
の
ち
を
奪
う
こ

と
。
ど
の
よ
う
な
意
味
で
で

も
正
当
化
、
合
理
化
は
し
な

い
」。「
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

情
報
公
開
と
徹
底
し
た
討
論

の
で
き
る
社
会
を
市
民
が
つ

く
る
こ
と
」。「
平
和
な
社
会

と
は
誰
も
が
幸
せ
に
な
れ
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
地
域
福

祉
の
充
実
を
目
指
す
」
と
提

言
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
不
戦
決
議
の
中
で
、
そ

の
使
命
を
明
確
に
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
人
間
は
、
生
き

て
い
る
こ
と
自
体
が
自
己
表

現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言

え
ま
す
が
、
そ
れ
が
、
自
己

中
心
性
、
自
己
絶
対
化
へ
向

か
お
う
と
す
る
と
き
に
争
い

が
起
き
ま
す
。
自
分
が
絶
対

に
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
手
の
存
在
を

認
め
、
自
分
を
相
対
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
不
戦
決

議
は
、
人
と
人
と
の
関
係
の

中
で
、
自
分
自
身
を
振
り
返

り
、
新
し
い
自
分
、
新
し
い

他
人
を
発
見
し
な
が
ら
相
互

に
理
解
を
深
め
合
う
こ
と

で
、
争
い
を
回
避
し
よ
う
と

い
う
宣
言
で
す
。

争
い
を
解
決
す
る
た
め
に

必
要
な
の
は
「
こ
と
ば
」

世
の
中
に
な
ぜ
戦
争
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
国
同
士

の
紛
争
は
絶
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
身
近
な
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
と
い
う
組
織
の
中

や
家
族
、
夫
婦
間
の
よ
う
な

小
さ
な
単
位
で
も
争
い
は
起

き
ま
す
。
問
題
の
程
度
や
中

身
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、
決
し
て

な
ぜ
自
転
車
隊
に

取
り
組
む
の
か

自
転
車
は
環
境
に
優
し
い

乗
り
物
で
す
。
ど
こ
ま
で
も

自
分
の
力
で
走
れ
ま
す
。
車

社
会
の
便
利
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
長
崎
へ
平
和
を
願
っ

て
自
転
車
で
走
る
こ
と
は
、

子
ど
も
が
自
分
の
力
で
前
へ

進
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

確
か
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

り
ま
す
。

自
転
車
隊
は
「
走
る
人
」、

「
応
援
す
る
人
」、「
支
え
る

人
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

30
年
以
上
も
の
間
、
取
り
組

み
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
当

日
に
向
け
て
の
入
念
な
準
備

に
は
大
勢
の
組
合
員
や
ワ
ー

カ
ー
ズ
、
職
員
が
関
わ
り
ま

す
。
炎
天
下
の
沿
道
で
は
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
各
生
協

か
ら
参
加
し
た
組
合
員
や
そ

の
家
族
ら
が
手
作
り
の
横
断

幕
を
手
に
、
懸
命
に
「
走
る

人
」
に
声
援
を
送
り
、
休
憩

地
点
で
は
、
現
地
の
組
合
員

が
冷
た
い
お
茶
や
牛
乳
を
提

供
し
ま
す
。
沿
道
に
あ
る
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
取
引
先
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
励
ま
し
も

あ
り
ま
す
。

現
代
の
社
会
は
、
子
ど
も

と
大
人
の
関
係
が
希
薄
に
な

2014年度 第1回平和学習会
5月26日　主催：共同体組織委員会 参加者124人

日常を守ることが「平和」へとつながる
講師  行岡 みち子さん （グリーンコープ生活再生事業推進室）

同
じ
で
は
な
い
の
で
す
が
、

根
底
は
一
緒
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。
争
い
を
解
決

す
る
た
め
に
必
要
な
の
は

「
こ
と
ば
」
で
す
。
力
で
も

権
力
で
も
暴
力
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
人
と
人
が
出
会
い
相

互
理
解
す
る
こ
と
は
簡
単
な

よ
う
で
難
し
い
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
誠
実
な
「
こ

と
ば
」
が
、
と
て
も
大
切
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

連
帯
へ
の
道
の
り

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
最
初

か
ら
一
つ
で
は
な
く
、
各
地

に
あ
っ
た
小
さ
な
生
協
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
過
を
経
て
一

つ
に
連
帯
し
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
連
合
と
な
る
ま
で
に
約
10

年
と
い
う
歳
月
を
要
し
ま
し

た
。
安
心
・
安
全
な
食
べ
も

の
を
求
め
る
と
い
う
「
目
的
」

は
一
致
し
て
い
て
も
、
考
え

方
や
プ
ロ
セ
ス
に
違
い
が
あ

り
、
自
己
主
張
が
優
先
し
て
、

一
つ
に
な
っ
て
い
く
の
は
大

変
難
し
い
道
の
り
だ
っ
た
の

で
す
。「
こ
と
ば
」
を
紡
ぎ

な
が
ら
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連

合
と
い
う
カ
タ
チ
を
つ
く
っ

て
き
た
組
合
員
の
努
力
の
積

み
重
ね
が
あ
っ
た
の
で
す
。

連
帯
を
確
か
に
し
た

共
生
・
平
和
長
崎
自
転
車
隊

の
存
在

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
一
つ

に
連
帯
し
根
付
い
て
い
く
過

程
に
、「
共
生
・
平
和
長
崎

自
転
車
隊
」（
以
下
、
自
転

車
隊
）
の
存
在
が
大
き
く
あ

り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
設

立
か
ら
５
年
後
の
１
９
９
３

年
、
福
岡
県
柳
川
市
の
無
名

舎-

こ
ど
も
の
家
の
「
塾
班
」

を
第
一
の
主
体
に
す
え
て
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
自
転
車

隊
が
始
動
し
ま
し
た
。
地
域

の
小
さ
な
存
在
で
あ
る
「
塾

班
」
の
主
体
を
認
め
な
が
ら

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
は
、

他
の
主
体
を
「
尊
重
し
連
帯

す
る
」
こ
と
の
学
び
で
も
あ

り
ま
し
た
。
自
転
車
隊
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
に
大
き
な
前
進
と

強
固
な
連
帯
を
も
た
ら
し
た

の
で
す
。
こ
れ
は
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
歴
史
上
と
て
も
大

き
な
こ
と
で
し
た
。

今
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

福
祉
の
取
り
組
み
は
、
生
活

再
生
事
業
、
生
活
困
窮
者
の

自
立
支
援
へ
と
広
が
っ
て
い

ま
す
。
自
転
車
隊
で
の
学
び

は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
と
地

域
が
出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、
お
互
い
を
尊
重
し
連

帯
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
に

取
り
組
む
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

自
転
車
隊
を
通
し
て

平
和
の
大
切
さ
を
実
感

自
転
車
を
漕
い
で
走
る
子

ど
も
と
大
人
は
も
ち
ろ
ん
、

応
援
す
る
人
も
ス
タ
ッ
フ

も
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８

月
９
日
の
熱
い
苦
し
い
思
い

を
暑
さ
の
中
で
体
感
し
ま

す
。
自
転
車
を
漕
い
で
坂
を

上
が
る
つ
ら
い
場
面
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
が
鳴
ら
す
笛
の
リ

ズ
ム
と
応
援
す
る
人
た
ち
の

「
が
ん
ば
れ
〜
」
の
声
で
力

を
振
り
絞
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
「
も
う
だ
め
だ
」
と
思
っ

た
時
に
、
頂
上
に
着
い
た
こ

と
を
知
ら
せ
る
先
導
の
リ
ー

ダ
ー
の
「
ピ
ィ
ー
」
と
い
う

長
い
笛
の
音
が
聞
こ
え
る
と

〝
目
標
〞
が
見
え
て
、
も
う

少
し
頑
張
れ
る
の
で
す
。
そ

れ
は
、
生
活
再
生
相
談
で
相

談
者
が
家
計
を
建
て
直
し
て

い
く
姿
と
重
な
り
ま
す
。
問

題
の
解
決
（
目
標
）
ま
で
の

道
の
り
を
相
談
員
が
寄
り
添

い
、
励
ま
し
な
が
ら
、
そ
の

工
程
を
一
つ
ひ
と
つ
見
せ
て

い
く
こ
と
で
、
相
談
者
は
勇

気
づ
け
ら
れ
乗
り
越
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ
ズ

ム
と
目
標
は
人
間
に
と
っ
て

大
事
な
こ
と
で
す
。

自
転
車
隊
で
は
、
自
転
車

で
走
る
こ
と
を
ギ
ブ
ア
ッ
プ

し
て
も
、
応
援
す
る
と
い
う

別
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
応

援
さ
れ
走
っ
て
き
た
人
が
、

次
に
は
応
援
す
る
人
の
役
割

で
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。

何
か
の
役
割
を
も
っ
て
、
助

け
合
い
な
が
ら
人
は
生
き
て

い
ま
す
。

自
転
車
を
漕
ぐ
子
ど
も
た

ち
を
見
て
、
そ
の
ひ
た
む
き

に
生
き
て
い
る
姿
に
大
人
は

感
動
し
ま
す
。
そ
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
、
生
き
る
こ

と
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
が

「
平
和
」
な
ん
だ
と
改
め
て

思
え
る
の
で
す
。

戦
争
は
す
べ
て
の
人
々
の

さ
さ
や
か
な
幸
せ
や
そ
れ
ぞ

れ
の
価
値
観
を
認
め
ず
、
普

通
の
日
常
を
権
力
、
暴
力
で

奪
い
ま
す
。
私
た
ち
の
大
切

に
し
た
い
日
常
を
守
る
こ
と

が
「
平
和
」
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。
一
年
に
一
度
、
平
和

を
意
識
す
る
た
め
に
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
は
自
転
車
隊
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

1988年　第１回長崎平和自転車隊に参加し
た無名舎ｰこどもの家の子どもたち

武
田
さ
ん
を
先
頭
に
自
転
車
隊
が

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す

り
ゅ
う
か
そ
ん
じ
ゅ
く

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
庭
や
学
校
、
地
域
社

会
の
中
で
、
大
人
が
子
ど
も

に
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
関

わ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
転
車
隊
は
、
大
人

と
子
ど
も
が
暑
い
中
一
緒
に

汗
を
流
し
、
寝
食
を
と
も
に

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

は
助
け
合
い
支
え
合
う
こ
と

の
大
切
さ
や
、
人
は
決
し
て

一
人
で
は
な
く
、
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
、
守
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
転
車
で
走
る
子
ど
も
た

ち
は
、
支
え
て
く
れ
る
多
く

の
人
た
ち
に
感
謝
し
つ
つ
、

全
員
が
最
後
ま
で
走
り
抜
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
励
ま
し

合
い
、
力
を
振
り
絞
り
ま
す
。

大
人
と
子
ど
も
が
「
不
戦
」

を
誓
い
、
一
丸
と
な
っ
て
爆

心
地
、
長
崎
へ
向
か
う
。
そ

れ
が
自
転
車
隊
の
取
り
組
み

で
す
。

平
和
へ
の
誓
い

み
ん
な
の
願
い
は
ひ
と
つ

１
９
４
５
年
８
月
９
日
午

前
11
時
２
分
、
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
８
月
９
日
、
自
転
車
隊

に
関
わ
る
「
走
る
人
」「
応

援
す
る
人
」「
支
え
る
人
」

が
爆
心
地
公
園
に
集
ま
り
、

平
和
の
つ
ど
い
を
行
い
、
黙

と
う
を
捧
げ
ま
す
。
参
加
し

た
あ
る
子
ど
も
が
、「
あ
つ

か
っ
た
。
き
つ
か
っ
た
。
自

転
車
を
下
り
よ
う
か
と
思
っ

た
。
で
も
原
爆
で
死
ん
だ
人

た
ち
は
、
も
っ
と
も
っ
と
あ

つ
く
て
、
き
つ
か
っ
た
ん
だ
、

そ
う
思
っ
て
峠
を
越
え
ま
し

た
」
と
い
う
感
想
を
述
べ
て

い
ま
す
。

平
和
で
な
け
れ
ば
自
然
や

人
権
は
守
れ
ず
、
安
全
な
食

や
地
域
福
祉
も
保
障
さ
れ
ま

せ
ん
。
武
田
桂
二
郎
さ
ん
は
、

「
平
和
と
共
生
は
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
命
で
す
。
そ
れ
ら

は
一
つ
で
あ
っ
て
二
つ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
の
運
命

は
、
今
、
皆
さ
ん
の
若
い
人

た
ち
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
か
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
言
葉

を
遺
し
て
い
ま
す
。

「
戦
争
は
イ
ヤ
だ
。
核
兵

器
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
願

い
は
み
な
同
じ
だ
と
言
え
ま

す
。
世
界
中
の
す
べ
て
の
人

た
ち
が
、
テ
ロ
や
核
の
脅
威
、

そ
し
て
戦
争
か
ら
生
命
を
脅

か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
世
の

中
に
な
る
よ
う
、
行
動
を
起

こ
し
、
意
思
表
示
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
み
ど
り
の
地
球
は

み
ど
り
の
ま
ま
で
、
青
い
空

は
青
い
ま
ま
で
子
ど
も
た
ち

に
手
渡
そ
う
」
を
合
言
葉
に
、

こ
れ
か
ら
も
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
平
和
の
取
り
組
み
は
続

き
ま
す
。

最大の難所、日見峠の坂を上がります

横断幕を使い、子どもたちの安全を守ります

　「なぜ自転車か」という問いかけに、武田孝子さんは次の
ように語っています。

　「生まれ落ちた子に、親は様々な願いを持つ。乳がたく
さん飲めるように健やかであるように、歩めるように…
と。自転車はその歩みの延長である。自転車ほど素朴でや
さしい乗り物はない。人力だけで、どこまでも走りつづけ
ることができる。体得せねばならないバランスは、不安や
痛みと背中合わせの、大人からの自立への一歩である。車
社会は歩けるようにと願った子の歩みを奪っていった。子
どもたちには、道路の歩き方から教えていかねばならな
い。自転車は、他に迷惑をかけぬよう道路端を一列に、独
占顔の四輪車に押しのけられることなく、班リーダーの指
示に従って進むこと等を学んでいく」。（共生の時代第133号よ
り一部抜粋）

　そして武田さんは、自身が綴った「自転車隊素描」で、子
どもたちの成長を願い、次のように述べています。

　「今、私たちは子どもたちに、未来を観念することので
きる、そのような人になってほしいと願っている。しっか
りした体のうえに、その観念を形成していってほしいと、
心から願っている」。（1991年度グリーンコープ連合組織委員会で
の学習会資料として出された「無名百年」４号　武田孝子さん「自転車隊
素描」より一部抜粋）

　自転車隊の原点は、無名舎-こどもの家の活動です。
武田孝子さんは、夫である武田桂二郎さんと、地域の子
どもたちの心と身体の成長を見守ってきました。
　そしてその見守りは、自転車隊の取り組みへとつなが
っていきます。

共生・平和長崎自転車隊・銀輪隊とは

長崎に原爆が投下された日に合わせ、毎年8月8～9日、福岡の
柳川から長崎の爆心地公園（松山公園）までの125kmを、小学
生から大人までの自転車隊は約50km、中学生を中心とした銀
輪隊は全行程を、「不戦」のゼッケンを背に、自転車で走行しま
す。爆心地公園では参加者全員で原爆犠牲者に黙とうを捧げ、
「平和のつどい」を開催します。共生・平
和長崎自転車隊は、走る人、応援する人、
支える人など総勢300人を超える人々が関
わるグリーンコープの平和の取り組みのひ
とつです。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
る
中
、グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
は
生
命（
い
の
ち
）が
一
番
大
切
と
考
え
、今
年
の「
共
生
・
平

和
長
崎
自
転
車
隊
」と「
ピ
ョ
ン
フ
ァ
・
エ
・
ダ
リ（
平
和
の
橋
）韓

国
へ
の
旅
」の
取
り
組
み
を
中
止
し
ま
し
た
。

※
1
9
8
8
年
か
ら
1
9
9
2
年
ま
で
「
長
崎
平
和
自
転
車
隊
」
と
い
う
名
称
で
し
た

※

共生の時代 第399号（2014年9月発行）に掲載した「平和学習会」の講演要旨を紹介します

無名舎-こどもの家
武田 孝子さん

爆心地公園での「平和のつどい」のようす。
原爆が投下された午前11時２分に黙とう

 （2020 年 8月 1日）  第 429 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 429 号  （2020 年 8 月 1 日） 共 生 の 時 代


